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This study explores the process by which the spatial structure of the banks of the SOTOBORI and Kanda 
River in the study area were reorganized and new modern urban functions from the Bakumatsu period 
(approximately 1853–1868) to the Meiji era (1868–1912) were developed by investigating the formation and 
transformation of “kashi” (common riverside spaces) and in addition to modern development. As a result, we 
found that kashi is characterized by the location of the renters and their utilization of riverbanks.  
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１． はじめに 
（１）研究の背景と目的 
都市空間における水辺の意味を問うことは、都市空間
そのものの解明に関わる重要な問題である。生産力や輸
送力、生命力を潜在的に内包させた水辺は、都市の発展
に欠くことのできない根源的な存在であり(注 1)、都市空間
の存在形態を強く規定してきた。成熟社会へ向かいつつ
ある我が国において、既存の都市空間の在り方が問われ
ているいま、経済成長に伴う過度な開発行為を前提とし
た枠組みから抜け出し、地域が育んだ場所の歴史や特性
を丁寧に紡ぎ、再生に結び付けていくような柔らかな視
線が求められている。都市と水辺との関わりは、その重
要な糸口となるのではないか。こうした視点に立ち、水
辺という場所から都市空間の成立や変容、発展過程を読
み解いていくその足掛かりを得たい。 
本論文では、江戸東京の水辺として、これまであまり
注目されてこなかった外濠・神田川に焦点を当てる。特
に、四ツ谷御門から牛込御門を経由して水道橋に至るま
での区間では、一部では水路も兼ねてはいるものの、基
本的には江戸城を構成する城郭であり、その流域の広範
な部分で実利的な活用はなされていない。そのため、都
市空間の水辺として捉えられることはなく、空間構造や
生成のメカニズムについての解明は試みられることはな
かった。しかし、都市の要害としての側面が強かった近
世期における外濠・神田川は、近代においてその意味と
空間を転換し、それまで部分的であった湊機能の拡張や、
河岸地・物揚場の新設、さらには鉄道用地や近代工場の
生産地として、都市空間との有機的な結びつきを再構築
するに至る。 
その際、堀端であるという歴史性や風致の問題、水路
として利用可能であるという実利的な側面、さらには内
外を隔てる境界としての性質など、重層的な意味を帯び
ながら、近代以降の都市空間に対して一定の影響力を発
揮していく。こうした一連の過程のなかで、周辺市街地
を見ていくと、そこに出現した近代施設や有力な商人、
さらには地域開発を担う地主やデベロッパーの多くが、
神田川に新設あるいは拡張された河岸地を活用する、近
代の水辺利用者であったことは注目される。このような
視点から、江戸東京の重要な水辺として外濠・神田川を
位置づけ、都市空間の成立や変容、発展過程の解読に迫
ることが、本論文全体の構想であり目的となる。 
（２）研究方法 
具体的な方法としては、土地の権利関係とその主体に
焦点を当てていくことになるが、特に河岸地の成立と展
開をめぐっては、河岸地の拝借人、地坪、用途、拝借期
間などが記された「河岸地台帳」と呼ばれる東京府発行
の公文書と、河岸地拝借に至るまでの前段階として東京
府に提出される「河岸地拝借申請」(注 2)を参照する。その
うえで、水辺空間を堀端や土手といった水際の場と、そ
れに隣接する町や施設といった周辺地域を含んだ一体的
な空間として定義し、これを「管理される場」、「営為
の場」という相互の関係性から捉え、揺れ動く空間の輪
郭が築かれていく過程、あるいは崩れていく一連の動向
から、都市空間の変容や発展過程を見出していく。さら
に、水辺の都市的な意味が転換した近代以降期に焦点を
当てることで、水辺空間の変容を鮮明に描き出すことを
企図している。さらに、水辺空間の変容が、陸上の都市
空間との相互関係の基で成立しているという見方も求め
られる。流域の多くを旧武家地が占める外濠・神田川に
おいては、周辺地域が近世期を骨格としながらも、部分
では大規模に地域構造を転換させており、水辺を改変す
る主体が陸上の都市空間に対して一定の影響力を発揮し
ていたことが想定される。水辺の土地とその周囲の土地
がどのように結びついているのか、その構成原理を探る
ことが求められるといえよう。 
（３）論文構成 
以上を踏まえたうえで、本論文は 2章、3・4・5章、6・
7章の、いわば 3部からなる構成とし、それぞれに以下の
視点から考察を行っている。 
 まず 2 章では、明治期の外濠・神田川が、明治政府に
よっていかに処理されたのか、その制度的な構成を確認
する。もともと江戸城の城郭をなしていた外濠・神田川
は、近世においては幕府による厳密な管理下に置かれて
いたものの、明治期にはこうした存立基盤を失うことで、
都市の空白地として取り残されていく。こうした水際の
特殊な場所が、明治政府による法的な網掛けによって管
理されていく一方で、土手空間が持つ歴史や地形的特徴
にも左右されながら、地区ごとに固有の変遷を辿ること
になる。明治政府という新たな管理主体による意味づけ
と、現場での実態とを相互に観察しながら、近代の外濠・
神田川としての存立基盤が確立されていく様子を明らか
にする。 
 3・4・5章では、2章で解き明かした管理主体による近
代における意味づけを前提としながら、外濠・神田川の
土手を対象とし、そこにいかなる営為が作用し空間が生
成されていったのかを見ていく。ここでは特に、水辺の
開発主体の解明と、地勢的・歴史的な条件による空間の
差異に留意しながら、いかに土手空間が読み替えられ、
空間的な輪郭を帯びていくのかを論じる。具体的には、3
章では神田川の外郭に立地した土手を、4章では対岸の内
郭側に立地した土手を対象とし、隣接町や周辺地域から
土手利用が求められ開発されていく動向を、また 5 章で
は水辺の景観や風致といった側面に留意しながら、純然
な堀である市ヶ谷濠・牛込濠の土手を対象に、特に甲武
鉄道による鉄道敷設事業を通じて、鉄道会社、市区改正
委員、陸軍といった異なる主体の意向が交錯するなかで
空間的な輪郭が定まっていく様子を考察していく。 
 6章では、外濠・神田川の周辺地域に目を向け、ここに
至るまでに明らかにした近代における土手空間の改変が、
こうした地区の空間変容と相互に関連する問題であった
ことを指摘していく。ここでは特に、水辺と周辺地域の
空間構成を土地所有に焦点を当て分析する。近代の土手
空間に出現した水辺の利用者が、周辺市街地の空間変容
をも担う主体であったことを、市街地の土地所有と水辺
の土地の借地構造から解明する。最後に、7章では市ヶ谷
濠・牛込濠の周辺地域に視点を移し、水辺の持つ風致や
境界性といった歴史的特性や、地勢的な観点から、土地
所有を前提とした都市組織の変容に水辺が与えた影響を
見ていく。河岸地などを通じた直接的な結びつきとは異
なる次元で、都市空間に対して作用する水辺の意味を解
明し、6章の成果と合わせて、水陸が一体となった空間利
用を抽出し、近代における東京の空間変容のひとつの局
面を描き出す。 
 
２． 制度・管理体制からみる近代における外濠・神
田川の土手空間 
（１）近世の外濠・神田川 
幕府による外濠・神田川とその土手に対する位置づけ
は、基本的には城郭としての御堀端であるという立場か
らの見方で一貫している。内郭側に面した土手の制限を
はじめ、外郭面にも一部の物揚場を除いて、土手面全域
を専有するような大規模な河岸地が発達しなかったこと
は、こうした幕府による意向が強く関わっているとえよ
う。しかし、揚場町とその地先の物揚場を拠点とする水
路としての側面が強調されたとき、より複雑な意味を内
在した場としてその存在が浮かび上がる。「尾州様物揚
場」、「惣物揚場」を中心とする土手の湊機能は、武家
方、町方を含みながら、より実利的な場として活用され
ていた土手の姿を示しており、町奉行、普請奉行という
異なる主体に管理が委ねられた複雑な状況を生み出して
いく。さらに、隣接する町の町人等によって、物置場や
資材置場として土手の一部が取り込まれていく様子は、
土手が都市空間における空地でもあったという性質を強
く特徴づけている。御堀端として幕府による管理下にお
かれながらも、実際の現場においては周辺の人々から営
為を受容する場として位置づけられ、空間利用が成され
てきた。外濠・神田川とその土手空間が、御堀端である
以上に、多様な意味を帯びてきた場であることが理解さ
れよう。 
（２）明治期の外濠・神田川 
 こうした城郭としての水辺は、明治政府にとっては単
なる水路として、一律に処理されていくことになる。明
治初年から段階的に進められ、市区改正によって事業化
された明治政府による水路計画は、府内の河川を物資の
運搬や排水といった実利的な側面からのみ位置づけたも
のであり、場所ごとの特殊性を考慮するものではなかっ
た。また、これに関連して、水辺の土手空間に対する処
置も、府内の水際をすべて一緒くたに河岸地として、市
街地とは切り離された個別の土地として定義していくこ
とで進められ、それまでの多様な意味を帯びた外濠・神
田川とその土手空間の場所性は否定されていくことにな
る。しかし、実際の現場においては、地形的な条件や場
所の持つ由来に基づいて、どの場所も一律に「河岸地」
として位置づけられていくことは無かった。明治期にお
いて、実際に河岸地の管理を担った東京府が、周辺の人
物から出された土手の拝借申請を、「お郭ノ土手」であ
る等の利用から断っている様子は、外濠・神田川の帯び
る場所性が近代初期においても存続し、空間形成に影響
を与えていったことをよく示している。 
（３）まとめ 
以上のように本項では、管理主体による意向と、実際
の現場における動向から、外濠・神田川が内在させる多
様な意味と、そうした背景が空間生成の前提となってい
った様子を明らかとした。こうした一連の動向のなかで
も特に注目されるが、上記のように近代におい単一化さ
れたかに見える外濠・神田川の性質が、意識的な面で存
続してきたという点である。近世から近代という転換期
において、制度的な背景から一度は否定された水辺の場
所性が、実際の現場において再構築されていく過程で再
び表出し、全体の空間形成に影響を与えていったという
事実は、都市空間における水辺の意味に迫るうえで重要
な視座を与えてくれる。つまり、水辺空間の成立過程を
読み解いていく際には、地区ごとにそれぞれの場所が持
つ固有の背景や条件、外濠・神田川に即して考えれば、
内外郭の違い、既存の物揚場の有無、さらには地勢的な
条件を考慮しながら分析を進めることが、まず求められ
るということが理解されよう。本論文の以降の章では、
こうした水辺が内在する場所性を考慮しながら、土手空
間、さらには周辺地域の変容過程を読み解いていきたい。 
 
３． 周辺地域に取り込まれた土手空間―明治期に
おける神楽河岸・市兵衛河岸の成立とその変容
過程 
営為を受容し変容を遂げた土手のなかで、その動向が
最も特徴的なのは、外郭側に面した近代の河岸地成立で
あろう。城郭である対象地の神田川において、部分的で
はあるものの、近世期から連続的に湊機能を備えてきた
当地区では、明治の早い時期から周辺地域の都市活動に
取り込まれることになる。明治政府による包括的な河岸
地制度である「河岸地規則」の発布前から、自発的にそ
の機能を拡幅していく動きが本研究では明らかとなって
いる。神楽河岸では、近世期の物揚場を拠点に、土手の
利用域を拡大し、隣接する町人地、さらには明治初期に
武家地を切り開いた新開町から水辺利用が求められ、近
代河岸地の基盤を築いていく。隣接する市兵衛河岸にお
いても、その開発主体が個人ではなく、陸軍砲兵工廠と
いう巨大な官営工場であるという点を除けば、神楽河岸
と同様に、隣接地の主体により取り込まれ河岸地が成立
していく様子を確認することができる(図 1・図 2)。変容
する地域構造のなかで、地先の土手の意味が読み替えら
れ、川－河岸－町という相互の結びつきを構築しながら
一体的な空間利用がなされていった。 
 
４． 独自に展開する土手空間―明治期における飯
田河岸の成立とその変容過程 
 飯田河岸は、近世期から連続的な土地利用がなされず、
土堤によって囲まれる地勢的な条件は、地先というより
むしろ独立した個別の土地としての開発を招き、土堤内
で完結する空間利用がなされていった。数名の開発主体
による大規模な区画を基盤として形成された飯田河岸の
初期構造は、「区部共有河岸地規則」をはじめとした、
近代河岸地としての制度の確立に伴い、徐々に細分化さ
れていくことになる。その過程で多様な拝借人を受け入
れ、更新頻度の高い流動的な性質を築いた飯田河岸は、
周辺地域に留まらず、対岸の河岸地も含めた広範な範囲
から利用が求められることで発展していく(図 3)。都市的
なひろがりのなかで、ひとつの磁極のように様々なかた
ちで人々の営為を受けとめ、水辺空間の輪郭をかたちづ
くっていった。 
本章は以上のような河岸地の形成過程を、主にそこに
関与していった人々の動向に焦点を当てることで、空間
変容の実像に迫ることを目指したものである。明治政府
や東京府による一連の制度整備の過程は、河岸地を単に
水際の個別の土地として位置づけ、全体を一元的に管理
していくものであったが、こうした制度的な背景とは異
なる次元で、自発的に空間的な基盤を築き、独自の空間
を飯田河岸に創出させた、明治期の河岸地拝借人の出現
は注目される。例えば、山嶋久光のような初期拝借人は、
飯田土手を河岸地というよりは広大な空地と見立て、全
体の輪郭や道路の新設までを独自に築き上げた、近代に
おけるデベロッパーと呼べる存在であったし、河岸地編
入後に見られた対岸の菊池栄蔵や猿若町から移り住んだ
芹沢半蔵などは、自らの所在地に依拠せず、あるいは河
岸地内へと移り住むことで、地先利用を前提としない新
たな空間変容の担い手となっていった。こうした明治期
に特有の拝借人の出現と、彼らによってひとつの町のよ
うに河岸地内が活用されていく状況を、近代東京におけ
る水辺空間の新しい局面として指摘したい。 
 
５． 市ヶ谷濠・牛込濠の変容―甲武鉄道の敷設事業
からみる近代外濠空間の成立 
（１）都市の要害から開かれた土手空間へ 
近代への転換期において見られる土手空間の変容は、
こうした河岸地成立を通じての動向に限ったものではな
い。舟の乗り入れが出来ない純然な堀である市ヶ谷濠・
飯田濠を構成する土手もまた、明治期においては都市活
動のなかに取り込まれ、その空間的基盤を大きく改変し
ていく。きっかけとなったのは、甲武鉄道会社による鉄
道の市内延伸計画である。それまで都市の障壁として、
むしろ手つかずの状態にあることを存立の根拠としてい
た当濠の土手は、鉄道計画という近代事業に取り込まれ
たとき、多方面から空間的な要請を受ける都市的活動の
場として変質する。甲武鉄道会社、市区改正委員、陸軍
といった異なる主体による土手に対する意向は、それぞ
れの立場を反映するかたちで主張され、計画の全容に一
定の影響を与えていく。東京の近代化を推進するという
全体合意に基づいて、鉄道用地としては積極的に活用さ
れながら、一方で濠の持つ防衛力、あるいは風致に対す
る配慮が求められ、実際の現場レベルにおいて土手形状
の維持が図られた。同時に、甲武鉄道による自発的な土
手の改良も試みられ、近代における水辺空間は新たな輪
郭を帯びていく。 
（２）まとめ 
こうした土手ごとに異なる独自の展開は、それぞれの
水辺に備わっていた都市的な意味と機能が、明治期の一
連の動向に影響を与えたことに起因する。神楽河岸・市
兵衛河岸のように、近世期から湊機能を引き継いだ地区
では、その性質をより強化しながら水路としての機能が
強調されていったし、飯田河岸地区においては、河岸地
としての資質を備えない土地であったがために、全体的
な基盤を近代の新たな拝借人自らが築くことによって、
土手の意味・機能を大きく転換させていった。市ヶ谷濠・
牛込濠においては、空地としての側面から近代の事業用
地に取り込まれながらも、土手の持つ城郭としての意
味・機能が残照のように留り、土手形状の維持や土手へ
の植樹といった対応を生みだした。都市空間の要害から
開かれた土手空間への転換は、こうした背景の結果とし
て導かれたものであった。 
 
６． 河岸地から見た周辺地域の変容 
 ここまで、江戸から明治への転換期において、先行
する土地の性質に左右されながら、土手空間が大きく変
容してきたことを整理してきた。本論文は、こうした一
連の動向を、主にそこに関与した開発主体に焦点を当て
ることで解明を試みたものであるが、特に河岸地の生成
を主導してきた水辺利用者の出現という事項は、近代の
水辺空間の特質を指摘するうえで重要な問題として位置
づけられる。神楽河岸において見られた、升本喜兵衛を
はじめとする揚場町を拠点とした河岸地拝借人や、飯田
河岸の初期開発を担った山嶋久光などの初期拝借人、同
図 2 明治 15年頃の市兵衛河岸の利用状況 
図 1明治 15年頃の神楽河岸の利用状況       図 3 明治 23年における飯田河岸の利用状況 
じく飯田河岸に三業会を築いた富士見楼の創業者である
芹沢半蔵など、彼らは近代外濠・神田川の土手空間の新
たな展開を主体的に牽引していった人物である。城郭と
しての土手を読み替え、都市における生産活動の場とし
て活用することで、新たな空間利用を築いていった。 
このとき、河岸地を介して水陸の有機的な結びつきを
築いた彼らのなかに、地域開発を担う地主やデベロッパ
ーとしての一面も持ち合わせた人物が多いという事実は
注目される。神楽河岸では隣接型の拝借人である升本喜
兵衛や野崎治兵衛、さらには対岸の飯塚仁兵衛のように、
明治初期から神楽坂周辺の土地を集積し、地主層として
地域開発の一端を担う主要な主体として影響力を発揮し
ていた。また、下宮比町から神楽河岸を拝借した菊池栄
造や、飯田河岸に移り住む以前に猿楽町を所在とした芹
沢半蔵などのように、旧武家地跡に成立した新開町のな
かで商業的な展開を見せた人物が、近代の河岸地拝借人
として影響力を発揮していく様子も見られる。こうした
動きは、武家地再編という明治初期の都市的動向が、水
辺空間の変容と連関する問題であったことを示唆してい
る。 
 
７． 水辺の存在から見る都市組織と都市風景の変
容 
市ヶ谷濠・牛込濠は、河岸地をはじめとした実利的な
機能をもたない純然な濠である。隣接する地域にとって、
直接的な営為の場とは成りえない条件のもとで、当地で
はむしろ間接的に水辺と地域が相互に結びついていく過
程を、本章で明らかとする。 
（１）明治期における土地所有の動態と屋敷街の構造 
外濠周辺の土地は、近世期においては大部分が武家地
によって構成されていた。明治以降の地域再編の動きは、
こうした先行する土地のかたちを解体することによって
進行する。明治政府による桑茶政策をはじめとした土地
処理の問題は、不動産として土地の流動化を招き、外濠
周辺においては特に外郭側において、土地の代謝を促し
ていく。こうした動きのなかで出現した大規模土地所有
者は、土地を取得、さらには複数の土地を統合すること
で近代の屋敷地としての規模を確保し、外濠周辺の空間
構造を決定的に改変していった。 
ここで形成された大規模屋敷地の空間構成は、斜面地
という地形的条件も相まって、外濠方向に庭を配し、奥
に屋敷を建築する段階的な構成を築いていく(図 4)。外郭
側で見られた明治中期以降の土地取得による屋敷地の規
模拡充は、こうした屋敷構成を築いていくことがひとつ
の動機となっていたのではないか。それぞれの敷地拡充
の段階と、土地利用の状況は、開発主体によるこうした
意向を示しているといえよう。さらに、高台からの眺望
という観点からも、外濠周辺の空間を特徴づけることが
できる。外郭側の高台に位置する屋敷地からの眺望は、
生活の一部として特徴的な場面に表れてくるし、内郭側
の土手にそびえる建築の風景は、近代における外濠空間
の特徴を強く印象づけている。 
（２）神楽坂界隈の土地利用と水辺から見た場の特性 
一方で、明治初期から商業的的が執り行われた神楽坂
界隈では、大規模敷地は花街としての開発が顕著であっ
た。もともとは坂上の寺町を中心にはじまった近代神楽
坂の花街とは、周辺の屋敷地の成立、神楽河岸の発展に
伴って、徐々に坂下へとその範囲を広げていった。この
とき開発されたのが、上記の大規模敷地による街区型の
花街であった。周辺の屋敷地の消費の場、さらには神楽
河岸を中心として坂下の商業的展開のなかで、神楽坂界
隈という全体の空間特性をかたちづくられていった。ま
た、神楽河岸と対岸の飯田河岸に存在した舟宿の存在も、
地域にとっての重要な機能として位置づけることができ
る。鉄道開通以前の外濠周辺にとって、河岸地を拠点と
する舟運は、主要な都市交通として頻繁に活用され、公
私を問わず様々な場面で登場する。 
こうした場の特性は、屋敷地の形成や神楽坂の発展な
ど、地域全体の輪郭をかたちづくっていくうえで、重要
な根拠となっていたのではないか。例えば、象徴的な土
手の風景やそこからの眺望といった風致的な観点、さら
には舟によるアクセスといった場の資質は、外郭側に大
規模屋敷が他にはみられないほど密に集中したことや、
神楽河岸が当該地域にとって唯一でかつ、東京北西部の
最深部の物揚場であったという事実が深く関わっていた
図 4  外濠に方向に庭を設けた明治後期頃の屋敷地 
と考えられるのである。明治以降の開発主体にとって、
こうした条件が土地の選定に一定の影響を与えていたと
すれば、外濠という水辺は、地域の空間特性を規定する
根源的な存在であったことが示されるといえよう。都市
空間の水辺におけるひとつの存在形態として、こうした
事例を位置づけたい。 
（３）まとめ 
 近代河岸地拝借人によるそれぞれの所在地での都市
的な展開、さらには土地所有者による水辺を意識した開
発行為から、彼らが水辺のみで完結しない地域変容の担
い手でもあったことが明らかとなった。こうした都市空
間改変の主体としての水辺利用者の存立と、彼らの意向
を受け止める場としての水際、そしてそれを一体的にみ
たときの水辺空間の動きは、明治期に成立した地域の新
たな空間特性として指摘することができる。都市空間の
生成と変容の過程に対して、水辺という視点を挿入する
ことで、近代における東京の発展過程の一端が明らかと
なった。 
 
８． 結章 
本論文では、外濠・神田川をめぐっての水際の動向を、
そこに作用する主体の存在と、彼らによって再構築され
る水陸の相互の結び付きから、都市構造が変容していく
過程に検討を加えてきた。ここではその視点をさらに広
げ、明治期東京の全体像のなかで捉えたときの、水辺と
しての外濠・神田川の意義について考察を加えたい。 
これまでの整理でも明らかとなっているように、明治
期の外濠・神田川に作用した様々な動向のなかで特に重
要なことは、土手の利用者がその周辺地域の改変・再編
を促進するひとつの駆動力となっていたという事実であ
る。神楽河岸で見られた升本喜兵衛による神楽坂での開
発や、飯田河岸の芹沢半蔵のような三業会の開発は、水
辺利用者である河岸地拝借人が、既存の地域構造を転換
させていく主要な主体であったことを示している。それ
まで城郭であった外濠・神田川の土手が、近代において
それまでの制約から解き放たれたとき、明治期の法制度
のなかで再び構造化されながらも、自発的に水辺を取り
込み地域のかたちを変えていった主体こそ、まさに近代
に出現した水辺の利用者であった。その際、水陸の相互
の結びつきは、土地所有という観点から見れば、旧武家
地の土地集積による不動産開発であるし、空間利用の実
態として見たとき、隣接する稼業用地として取り込まれ
た地先の土手利用や、河岸地内のみで展開するひとつの
町のような利用といった様態を見いだすことができる。 
外濠・神田川の場合、近世から近代へと転換すること
で、その機能・意味を大きく変異させているという点が、
こうした動向を見ていくうえでの前提として重要である。
周辺の大部分を占めた旧武家地の変容、加えて武家屋敷
跡に設置された近代施設の誕生など、外濠・神田川の存
在は、周辺の地域構造の転換と密接な関係を築いている。
おそらく、東京という都市全体でみた場合においても、
これほど水陸の空間変容がダイナミックに連関しながら
展開した地域は、他には見られないのではないか。日本
橋などの水運の強化を前提とした地域変容を、近世から
の連続的な展開としてみれば、外濠・神田川でみられた
変容は、そうした連続性も内包しつつ、一方では開発主
体や空間利用の新規性も兼ね備え、江戸にはみられない
新たな都市像が生成されていく過程であるといえよう。
近世以来の舟運利用や土手の地先利用から、工場生産や
遊興といった近代のアクティビティ、さらには鉄道の敷
設やターミナルの設置をはじめとした近代事業など、そ
れを統合しながら全体を築いていった外濠・神田川とい
う場所の意義は、東京のなかでも特異で、また同時に重
要な水辺であったことを指摘できる。 
神田川の舟運量が近代以降に増加したことは本文中で
も既に触れたとおりであるが、こうした水路としての性
格が強化されながらも、同時に周辺地域、特に旧武家地
の再編過程に与えた影響から、単に水路としての実利的
な側面なみならず、より多様な意味を内包しながら都市
空間に影響も与えてきたことが、近代東京にとっての外
濠・神田川という場所の重要な意義である。言い換えれ
ば、武家地、町人をはじめとした近世城下町の骨格を失
った東京が、再度その基盤を構築する際のひとつの軸と
しての役割を担ってきたのが、水辺としての外濠・神田
川であった。近代の生活空間としての市ヶ谷・飯田橋地
区の生成、河岸地を拠点とした商業地や盛り場としての
神楽坂の生成、さらには水辺の風致や景観といった意識
的な側面や鉄道用地をはじめとした近代事業との関連な
ど、諸要素の有機的な影響関係のものとで全体の基盤は
築かれていく。こうした多面的な姿を備えつつ、江戸以
来の下町商業地と、近代の象徴としての山ノ手を接続し、
東京全体のひとつの軸となっていく一連の動態を、近代
東京のひとつの局面として位置づけたい。 
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